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２．総括 
本プロジェクト研究では，それぞれ下記の様な分担研究を行った。 
（1）	
 新居は，空間２次元で可積分な方程式である Davey-Stewartson（DS）方程式に

注目し，周期ソリトンが関連するソリトン共鳴に関する研究を行った。とくに DS II 
方程式に注目し，有限振幅の周期ソリトンと特異な相互作用をする無限小振幅の周

期ソリトンが存在すること，またその相互作用がパラメーターセンシティブとなる

ことを明らかにした。研究成果は [1]~[4] である。 
（2）	
 中原と近藤は，量子コンピュータの実現に向けた基礎研究およびそれに付随する

領域の研究を行った．とくにハミルトニアンを制御する外部パラメタのシステマテ

ィックなエラーを抑制する複合量子ゲート，外部からのノイズによる悪影響を抑制

する量子誤り訂正符号の研究を行った．また，中原は非断熱量子制御の研究を行っ

たほか，トポロジカル量子現象に関する研究の一環として，超流動ヘリウム 3にお
ける半整数渦糸および半整数渦糸格子の研究を行った．近藤は量子ゼノン効果を応

用した位相緩和抑制や磁性不純物を用いた人工的な位相緩和およびその抑制の研究

を行った。研究成果は [5]~[16] である． 
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